
一58一

和牛の被毛纏色に関す
第盟報

る研究

発生地帯の環境要因分析※

青木晋平1田畑一良 （畜産学研究室）

　　　　　　　　　　　Sh1npe］AOKI　and工ch1ro　TAHATA

Studies　on　the　Fad－ing　of　Hair　Co1our　in　Japanease　B1ack　Breed　of　Catt1e

　　　IIr　Ana1ys1s　of　the　Env1ronmenta1Factors　m　the　Affected　Area。

　　　　　　　．I緒言　　より，重心波長448mμFi1terを用い多比色定量した。
　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岬
　．前報において島根県能義郡にみられる被毛樋色現象が　　Cuはa1L砒h1zone法により重心波長5／0mμF11terにて

硫酸銅の投与により治癒することを認めたが，発生地　　比色定量した。

帯の粗飼料，土壌申のMo及びCu含量は乾物当り夫々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿緒暴及び考察
trace～2．80p．p．皿．，4．95～8．ア6p．p．m．の範囲で，この結

果からは被毛挺色の原因が，Mo遇剰によるものかラ　　1・糧飼料申の班⑬及ぴC砥含量1三地帯から採取した

Cu欠乏によるものか結論をうるに至らなかつた、　　　　　供試粗飼料申のMo及びCu含量を・飼料の種類別により

　そこで本報において，引続きこの原因究明のために，　　二括表示すれば第／表の通りである・

更に多数の試料につき，主な環境要因について，Mo及　　　／）粗飼料中のM二〇含量；第／表によれぱ・比較的

びC、含量の分析を行つたので，その結果について報告　　立o含量の高いものは・大豆・白クローバ、クズ（葉）

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などの豆科で・混含畦畔草・稲藁・野草・クマザサ（葉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の順であつた。

　　　　　　　皿調査方満　　　　　　　（2）（15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従来の報告によれば，通常の植物庫申のMO含量は土

1　試瀞の擦敢　島根県能義郡一帯（能義地区）の被毛　　性・種類・季節によつて畢るが・何れも／P・P・lm・以下であ

槌色発生地区を申心に，同一一地帯の睦畔草，野草，稲藁，　　る・本結果では・非発生地区のものにも，白クローパー

土鼠川水及び飲氷を，前後2回（昭和31年5月，同年9月）　　8．6アP－P．m．，クズ（葉）ア．52P．P．m．，で，かなり高濃度のも

にわたつで採取し・非発生地区のものとして，本学附属　　のがあつたが，一般にMO含量は抵く，稲藁は最少値
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）（4）
農場近辺のものを選んだ。叉従来から林等によつて明ら　　0・85P・P・m・を示した。能義地区では，．粗飼料の種類に

かにMO申毒による被毛槌色現象の発生地帯として知ら　　よる差はあるが、白クローバ．一，混合畦畔草，稲藁申

れている，島根県大東町鉱山附近（大東地区）及びその　　のMb含量は非発生地区に比して高い。叉大東地区のも

下流にあたる全町加茂町附近の試料を採取し・能義地区　　のは1犬豆の如くソ飼料申最高値を示すものがあり，稲

のそれと比較した。　　　　　　　　　　　　　　　　　藁（平均，／l．55P．P．1皿．）水稲（平均，ア．／ア皿P．m．）の

2・分析試料及び検蔵の調製1粗飼料は土砂の混入を　　含量も高く，何れも他の二地区に比して1Mo含量は高い

きけるため，地上部約5c㎜を切捨て司0．5～／c饒の細片　　　傾向にあつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
としたもの2gをとり，HNOポHC1Oぺ湿灰法により検　　　林などによれば，大東地区の粗飼料申のMo含量は睦

液を調製しむ土壌は地表部／0cmまでの風乾細土29に　　畔草，／0～20皿皿五，水田裏作レンゲア～52皿皿皿り稲蘂

．つき・無水炭酸ソーダーにて熔融した後1c㎝c・HC玉で処　　trace～／6．P．P．1m．，の範囲で，最高値は水路端の白クロ

理し検液とした・川水及び飲水は1／000刺を濃縮乾澗し　　一バーに／6／．皿皿臥のものがあつたことを報じている。

た後・450〕Cで肌・1・閑C1で棚し検駈紙、）叉英畠1）カナダー一ジー1ンざら・・申毒発生地帯

3　分析方法MoはPURyIs・PETERs0N其の勉の万法　　では，何れも，15～30晦皿ω．の範囲にあり，申毒を起

を参照し・Mひthiocyanate－iso　a血yユa1coho1抽出法に、　す原因となる牧草申の最低限界は，／0～20P皿臥であ

　※本研究の一部は文部富総合科学研究費による。　昭和31年度日本畜産学会関西支部会に発表。
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第1表 粗飼料申のMo尿びCu含量 （乾物当り）

地区別

能

義

地

区

大

’菓

地

区

非
発
生
地
区

種　　　　類

白クローバー

スズメノテツポウ

クマザサ（葉）

白クローバー

混合畦畔草ユ）

野　　　草2）
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平均　（範 囲）
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0．85

Cu　（P．P．nユ．）

平均　　（範　　　　囲）

ll．65（／2．08～／／．21）

／6．66　　（22．80　～　／0．5／）

4．82
／3．86　　（／4．30～／3．42）

3．8ア　　（　4．50　～　　3．24）

9．32　　（11．0／　～　　8．4ア）

／0，／4　（／9．15～　　4，95）

／0，50

3．42　　（　5．05～　　2．26〉

5．5ア　（8．29＾一　、2．85）

6．73　　（　9．／0　～　　3．42）

ア．4／

9．77（9．9／～9．63）
3．76　　（　9．ア2　～　　3．06）

0．92　　（　O．92　～　　O．91）

5．89　　（　9．00　～　　2．ア8）

25，42

6，60

5，44

4，48

4．82

1）　ミゾソバ，シバ，ヨモギなどの渥合　　　2）シバ，ススキなどの禾本科が多い　　　3）稲藁は収護後の採敢年，月

　　　　　　　　（7）
る。一方，BARSHAD6まα1は，成長の進むにつれて，植

物庫中のM0含量は増加するが，早春に多汁質の牧草を

与えた場合は／0P．P．皿．以下でも、その症状の現われるこ

とを報告している。（何れも乾物当り）

　以上のことから，MO申毒症状の発現寺る最低限界は

春期以外は略／0p．p．m．と推定されるが，本結果では，

大東地区組飽料の大部分（／4試料申／／試料）が／0P．江加．

以上を占め，明らかにMO過剰の害が考えられた。叉能

義地区のものは約半数（25試料中9試料）がこの隈界を

越えていることから，全地区の被毛橿色現象を単一の

Cu欠乏症状とみるべきではなく，Moが重要な因子とし

て関与しているものと思われる、

　次に能義地区の発生時期が，例年，5，6月頃に隈られ

ていることと関連して，2回の試料を採取し，発生時期

と檀物庫申のMO含量との関係をみたが・春螂亨採取し

た白クローバーのMO含量が9月に採取した畦畔草より

幾分高い程度で，顕著な差異は認められない。
　　　　（12）
FERG二USON功02もMo中毒症状の季節的変化について，

早春と9月に最も症状がひどく，他は軽いごとを報じ，

　　　　　　（9）
叉CUNNINGHAMe仁a1は春の牧草申のMo含量が夏のも

のに比し，高いことを報じている。本結果では，品種間

の差異もあり，必ずしも一定の傾向を示しているとは言

えないがMOめ最高含量は全地区の春期採取の白クロー

パーに認められた。

　2）粗飼料中のCu含量；第／表のCu含量を今ると大東
　　　　　　　　　　（2）（15）
地区の水稲以外は従来の報告と略々同様な値を示してい

る。非発生地区の畦畔の白クローパーが25．42P．Pm．で最

高値を示し，大牢地区の水稲は0・92P・P・m・で最少値を示

した。

　能義地区では稲藁，クマザサ，野草申には比較的含量

が少く，反銘動物の最少必要量である5p．p．m一．以下にあ

つたが，その他の畦畔の白クローバー，スズメノテッポ

ウ，混合畦畔草中には，何れも5P．P．m．以上のCuを含

有している。大東地区では，稲藁，水稲以外は殆ど

5P－P・m・以上のCuを含有しγ非発生地区に比し，軍高

値の白クローバーを除けば，全般的に，特に少ないと言

う煩向は認められなかつた。

　　　　　　　　　　　　　（m）
　反錨動物のCu要求量は，DAyIS　et　a1によれぱ，遇剰
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のMo及びZnなどの関係因子がない時は，5．P．P．1m．が適当
　　　　　　　　　（M）
であるとし，PHILLIPsによれは5～／0PPmであること

を報じている。上記の結果をCu欠乏症の面からのみ考

えるならぱ，粗飼料の種類によつてはCuの要求量に不足

を来すことは考えられない。しかし前述の如く能義地

区の何れにおいても，非発生地区に比しM0含量は高く，

Mo過剰による二次的なCu欠乏症の発生は考えられる。

　3）粗飼料中のMoとCuとの関係；前報にも述べた如

～，動物体中にわいて，MoとCuは拮抗関係にあるた

め，家畜のMo中毒は飼料申のCu含量と蜜接な関係を有
　　　　　　　　　　　（1の
している。すなわちDAYIs　et　a1によれぱ，Cu50P．P．m．

（乾物当り）を飼料申に含有するならぱl　Mo含量勾ミ150

P．p．1m．でも中毒症状が起らないこ．とを，しばしぱ経験す

ると報じている。

　本調査の結果から，これら粗飼料申のCu及びMoの比

を考えてみると、能義地区のものは，稲藁以外の糖飼料

はMσ含量に対しCu含量が高く，大東地区では，1二れに

反しMo含量に対してCu含量が著しく低い傾向にあつ

た。

　　　　　　（9）
　CU狐INGH州eta1はニュージーランドに発生する家

畜のCu欠乏症について，Cu欠乏症を複雑にする因子と

してMoが関与していることを報じ，貧血，被毛複色現

象（犠に眼瞼部）など，本県下にみられる，Mo申毒現

象と類似の症状を報告している。叉単一のCu欠乏症と

の差異は，下痢と早春の季節的発生をあげているが能義

地区のものは，前報の如く，一般にMO中毒特有な，悪

性の下痢，貧血などは認められなかつた。この理由とし

て興飼料中のMo含量も従来1Mo申毒地帯として知られ

ている大東地区より低く，又相対的にCu含量が高いた
　　　　　　　　　　　　　（n）め二であろうと思われる。叉，DICKは，緬羊の体内におけ

るCu蓄積量は飼料申のMo含量とともにSO壬含量によつ

ても影響されることを報じており，あるいはこのような

他の因子が関係していることも考えられる。

2．土壌中の危⑰抵亙一班⑪含量：土壌申のtota1珊o及び

pH（簡易比色法）について検べた結果は第2表の通り

である。

　第2表によれば，従来の結果に比して，非発生地帯も

かなり高い値を示した（平均34．38p．p．血．）。すなわち，大

粟地区は非発生地区より一般に高い値（55．30～46・45

皿p．m．）を示しているが，能義地区（／6．00～33．00p．p．；n．）

のものではかえつて、非発生地区より低いものがみられ

た。このことに関しては、前述の粗飼料申のMO含量に．

も，非発生地撒乙比較的高濃度のものがみられたことか

ら，あるいは，本県下に多数存在するMo鉱山の影響を

うけ，M6含量の比較的高い土壌が，沈積した結果とも

第5号　　（／95ア）

考えられるが，今後，更に多くの試料について結論をえ

たいと思う。

　第2表　土襲申のtota1Mo含量及pH※

地区別種類麟 採取地㍑批）1■・・

能
抄壌土 3／．5 飯梨村畑地 ／7．40 5．4

義 砂土 〃 〃　測い敷 ！6．00 4．9

地
区

砂襲土 〃 大塚村畑地 33．00 6．8

〃 〃 〃　睦畔 ／ア．40 6．8

大 砂壌土 引．9 大東町畦畔 55．30 6．2

東
地

〃 〃 〃　　　　〃 46．45 416

区 鉱澤 〃 〃鉱山前 41．35 7．2

非
坤
発

砂壌土 引．5 松江市 35．％ 6．6

生区 〃 3／．9 〃 一32．80 6．8

　※　簡易比色法による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　植物体申のM0の吸奴に関して，B畑s砒1）et　a1

は土壌申のPHが影饗し，酸性土壌では，土壌の可溶

性Mσ含量が減少することを報告している。李調査にお

いても，犬東地区の睦畔土壌（PH46～62）及び，能

義地区の堤防．河川敷（PH5．4～6．8），畑地の土壌は

pHが一般に低く，酸陸土壌であるように思われる。こ

のことは，土壌中のMα含量が比較的高いにもかかわら

す，粗飼料申のM0含量が，比較的少ない原因ではなか

ろうかと考える。

る．発生地欝の川水及び飲水中の斑0含量：一能義地区

が，MO遇剰の害をうけているとすれぱ，大東地区と同

様，川水及びその灌概用水申にもMO含量の多いことが

想像される。そこで全地帯の川水（飯梨川及び伯太川流

域）飲水（丼戸水、湧水）申のMo含量及びpHを検べ，

大東地区及び非発生地区のそれと比較した結果は第3表

の通りである。

　同表たよれぱ，能義地区の飯梨川，伯太川流域の灌瀧

用水中のMo含量は，夫々，00／6～0002PPm，0018～

0，002P．P．1m．の範囲で、非発生地区よりも全般的に若干

高く，両流域とも大差ない。叉井戸水中には0～trace程

度で殆ど含有されていなかつた。一方大東鉱山から流串

される洗鉱廃液申には0，578P．P．㎜．で，非常に高く・こ

の附近の灌概用水中にはかなり含有されており，当然MO

過剰の害が考えられる。しかし赤川下流には比較的少く

て，能義地区と大差なく，下流地帯の流水による直接的

な鉱毒の害は比較的少いものと考えられるが，永年に

わたつて沈積される土壌申のM0含量の増加が，’間接

的に’家畜に有害な結果をもたらすことは考えられる・

叉この地方の農民は被毛擢邑の原因が“かなけ水’’にあ

ると称し，飲水には，井戸水。及び湧水を与えているが1
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第3表川水及び飲水申のMo含量

地区別1採取場所1年月 Mo（P．P．m．）　PH※

飯梨村飯梨川 3／．9 O．002 7．2

能 〃　灌概用水 〃 0．0／0 ア．6

〃　　　　　〃 〃 0．0／6
一

義 〃　鷺の湯温泉 〃 0．006 6．3

〃　湧水 3／．5 0．008
・

地 大塚村漉概用水 〃 0．0「8 ア．2

区
〃　　　　　〃 〃 0．002 ア．2

〃　■井戸水 3／．5 0．000 一
〃　　　　　〃 〃 traCe 一

大
東 大東町鉱山前 3／．9 0．3ア8 7．6

地 〃　赤川下流 〃

区
0．0／8 ア．4

非地 松江市灌混用水 3／．9 0．006 7．2

発
生区 〃　水道水 〃 0．000 6．8

　※土壊に同じ

上記の結果を考えると，経験上，このような方法でMO

申毒の害を防いでいるものと思われる。

　終りに臨み・終始御指導を項いた・京都大学，上坂教

授及び種々御助言を賜つた，宮崎大学，林教授。申国農

業試験場，畜産部，八幡技官に対し，深甚の謝意を表する。

　　　　　　　　摘　　　　要

　島根県能義郡の一部にみられる被毛擢邑の原因を明ら

かにするため，前報に引続き，更に環境要因（粗飼料，

土壌，川水，・飲水）一について分析を行つた結果

1．粗飼料申のMσ含量は／6．00～／．90P．P．m．，Cuは／6．66

　～3．42p．p．m．の範囲にあつた。

2．土襲・川水のMo含量は夫々33．0ト／6．00P．P．m．，

　0，0／8～0，002p．p．m．の範囲であつた。

3．以上のことから，能義郡における和牛の被毛樋色の

　発生原因はMO遇剰による軽度の申毒症状ではないか

　と考えられる。
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　　　　　　　　　S砥㎜触鋤y

　Continuous1y　previous　reports，　to　account　童or

the　cause　of　the　fading　of　hair　co1our　we　ha▽e

made　mvest1gat1on　from　ana1ys1s　of　env1ronmenta1

factors（roughages，s011，and　nyer　water）1n　those

affected　area．

　The　pr1nc1pa1resu比s　obtamed　b1therto　were　as

fo11ows；’

1　　1Mlo1ybdenum　content1n　the　roughages　チound

in　the　affected　area　were　form．16．00p．p．㎜．to

1．90p．P．m。．　and－copPer　content　beeing　from　16・66

to　3．42p．p．m．

2．The　mo1ybdemm　content　of　the　soi1s　and

river　water　in　the　affected　area　were33．00to

16．00p．p．m．and　O．018＿0，002p．p．＝m．respectiye1y．

3．The　cause　of　the　fading　of　hair　c〇三〇ur　in　th6

Japanese　B1ack　Breed　of　catt1e　w虹cb　occured・at

Nog1gun　1n　Sb一ヱmaneken，　ユs　appeared　to　the

rem1ss1ve　sympto㎜s　of皿olybdenos1s．




